
令和６年度 第３回 中郡小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時  令和６年１０月７日（月） ９時３０分から１１時００分まで 

２ 開催場所  中郡小学校 学習室 

３ 出席委員  本間 義章、髙井 昭、村木 文𠮷、村木 富代、村松 康乃、小杉 国宏、松本 英也 

４ 欠席委員  河合 洋子 

５ オブザーバー  小池 誠（積志協働センター主事） 

６ 学校支援コーディネーター 鈴木 尚子 

７ 学   校  渥美 公恵（校長）、佐藤 佳史（教頭）、松原 祐記子（主幹教諭）、 

岡元 まり（ＣＳディレクター）   

８ 教育委員会  清水 悠（教育総務課グループ長）、井島 健蔵（教育総務課指導主事） 

９ 傍 聴 者  なし 

10 会議録作成者  ＣＳディレクター 岡元 まり 

11 議長の選出   

司会から、議長の選出について意見を求めたところ、本間会長を推挙する旨の発言があり、全員

異議なくこれを承認した。 

12 報告事項 

  （１）教育活動の実施状況 

  （２）集団下校実施報告（防災への取り組み） 

  （３）ハートフルサポーターの活動について 

13 協議事項 

（１） 教職員との懇談の振り返り    

（２） 防災の取り組みについて 

（３） 中郡小 1学期末学校評価分析について 

14 そ の 他    

 次回の開催日程について 

15 会議記録 

  司会の教頭から、委員総数８人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議は成立

している旨の報告があった。また、会議録作成のため録音する旨の報告があり、全員異議なくこれ

を承認した。 

（１） 教職員との懇談の振り返り 

  〇主幹教諭から７月３１日に行われた「教職員と語る会」の内容について説明があった。 

    本間委員：３度目の開催ということと昨年よりも時間が取れたことで、少しづつ壁が取れてき

たかなと感じる。学年目標は学年が上がるにつれて難しくなっていく印象を受けた。 

    高井委員：前回に比べて時間が多めでよかった。学年の目標を聞いて、次は授業に地域をどう

生かしていくか話し合っていけるとよいと思う。 

    村木文委員：関わりの少ない先生が多く、もっと話していければと思う。 

    村木富委員：話をすることで先生の考えや苦労がよくわかり、少しでも手伝うことができれば

と思う。 

    本間委員：様々な相談をしてもらえるとより有意義な会になると思う。 

    〇今年度から設置したさわやかルームについて、学校から説明があった。 

    （居場所、クールダウン、気持ちを落ち着かせて自分なりに調整する場所） 

     地域の方がさわやかルームにいて、声掛けをしてもらえるとありがたい。 



    高井委員：地域の人が自分の仕事を持ち込んで仕事をしながらその場所にいるのなら、やって

くれる人が見つかるかもしれない。 

    村木富委員：資格がない人に預けることを不安に思う人もいる。 

              学）何かあった場合のことも考えて許可とかの形を取れるようにしたい。 

    小杉委員：教員の OBの方に協力してもらうのはどうだろうか。 

    村木富委員：複数人でやるのなら負担が少なくいいかもしれない。時間帯は？ 

        学）朝のリズムをと考えると午前中が有難い。 

    本間委員：どんな人がいいのか選任が難しい。ベース（きちんとした環境）があれば自治会で

も検討できる。 

    高井委員：庄屋公園で古文書の活動している人がいる。そういう活動を学校でやってもらう（場 

所を提供する）のもよいのではないか。 

    松本委員：ボランティアの一環として学生に頼むのはどうか。 

（２） 防災の取り組みについて 

〇一緒に歩いて確認した箇所をマップにしたが、実際に地震等が起きた場合を一緒に考えたい。 

本間委員：いつ起こるか分からない災害が登下校時に起きた場合の対応を考えていければと思 

う。避難場所や子ども１１０番の家をしっかり機能させたい。 

村木文委員：お宮の中は鳥居や石塔や木が倒れるかもしれないので危ないと思う。 

高井委員：民生委員に声を掛けて一緒に下校してもらったが、もっと防災を意識してもらえば 

よかった。 

    村木富委員：子供たちに問いかけながら歩くつもりが、子供たちは歩くのが早くてあまり意識

付けができなかった。 

    村松委員：集団登校ごと、またはリーダーに「こういう場合はどうするか」を伝える機会が必

要だと思う。 

    松本委員：地震が来た時に自宅か学校かだけでなく、「ここなら」という場所を一緒に探してお

けるとよい。 

    本間委員：子供たちだけの時に最善の方法がとれるように、「子どもが判断できるまで」を考え

ていきたいと思う。 

       学）また一緒に歩いてもらう機会を持ちたい。 

  （３）中郡小１学期末学校評価分析について    

    〇主幹教諭から１学期末のアンケート結果、「困ったときに助けを求めることができるか」「運営 

協議会の認知度」について説明があった。 

    高井委員：学校評価はそれだけではないはず、他の結果も知りたい。 

   学）他の結果も出ている。２学期末にも行うので、次回に一緒に資料を出す。  

（４）その他 

    〇次回の学校運営協議会の開催予定 

 ２月  日（ ）  第４回 学校運営協議会  

２月１８日予定だったが、変更を検討中 

候補日 １２日 １３日 １４日 １７日 １９日 

 

〇オブザーバー小池様から 

柵の設置や改善は自治会から要望を出してもらうことになる。 

     雑草などが気になる場合は、浜松市公式ライン通報システム（土木部）が利用できる。 

（現場で写真を送る） 


